
　春風に乗ってやってきた♪
～栃木駅街かどピアノ～

対 象　 市内にお住まいの 18歳以上 40歳未満の市民の
方で、「ターミナル期のがん患者」（医師が一般に
認められている医学的知見に基づき、回復の見込
みがない状態に至ったと判断された方）で在宅療
養生活への支援および介護が必要な方

補助額　利用したサービス等の経費に対する補助額
　　　　１月につき補助対象経費の９割

（上限５万４千円）
　　　　※生活保護世帯は補助対象経費の 10割

（上限６万円）
申 請  所定の申請用紙（健康増進課窓口・市役所本庁舎２

階健康増進課サテライト窓口・市ホームページに設
置）にご記入のうえ、必要書類を添えて、健康増進
課（市栃木保健福祉センター内のみ。市役所本庁舎
2階のサテライト窓口では受付不可）へ。

　　　　※ 申請用紙や必要書類、補助内容などの詳細は、
市ホームページをご覧いただくか、健康増進課
へお問い合わせください。

対 象　① 抗がん剤治療に伴う脱毛により医療用ウィッグ
が必要な市民の方

　　　　② 治療に伴う乳房の形の変化に対応するための補
整下着などが必要な市民の方

補助額　①購入経費の９割（上限３万円）
　　　　　（ウィッグ本体のみ対象）
　　　　②購入経費の９割（上限２万円）
　※補助の対象となるのは、購入して１年以内のものです。
　※補助対象者１人につき、各項目１回限りです
　　（乳房補整具は左右各対象）。
申 請　 所定の申請用紙（健康増進課窓口・市役所本庁舎

２階健康増進課サテライト窓口・各総合支所地域
づくり推進課・市ホームページに設置）にご記入
のうえ、必要書類を添えて、健康増進課へ。

　　　　※ 申請用紙や必要書類、補助内容などの詳細は、
市ホームページをご覧いただくか、健康増進課
へお問い合わせください。

がん患者への新しい支援をはじめますがん患者への新しい支援をはじめます

令和 4年度から
若年がん患者への

「在宅ターミナルケア」

がん患者への
「アピアランスケア」

若年がん患者の在宅での
療養生活に対する補助

申請・問合先

がん治療に伴う 医療用ウィッグや
乳房補整具をお使いの方へ補助

健康増進課　☎（25）３５１１〔市栃木保健福祉センター内（今泉町２丁目）〕

　春風に乗ってやってきた♪　春風に乗ってやってきた♪
～栃木駅街かどピアノ～～栃木駅街かどピアノ～
　街の中で、いつでも気軽にピアノが弾ける「街かどピアノ」。
　あらゆる世代の市民の皆さんや市内を訪れる方に、いつでも気軽にピアノを
弾いてもらえる交流の場として、栃木駅に街かどピアノを設置します♪

栃木駅街かどピアノ 設置お披露目式
期 日　５月１日（日）
場 所　栃木駅構内

10時～　川田将人ミニリサイタル
          （ピアニスト・栃木市出身）

13時～　 クラリネットとピアノの
アンサンブル演奏
（クラリネット・中島めぐみ）

15時～　藤岡中吹奏楽部による演奏

♪栃木駅街かどピアノ　ご利用案内♪

利用開始　5月1日（日）から
利用時間　毎日10 時～18 時
・ グランドピアノの屋根は開かずに、閉めたまま
ご利用ください。
・ 集客などの告知や営利活動（チラシ配り等）
はご遠慮ください。
・ 演奏時間に配慮し、譲り合ってご利用ください。
※ 演奏前後の手指の消毒や、ソーシャルディス
タンスを保つなど、新型コロナウイルス感染
症対策を十分に行ってご利用ください。

問 地域政策課 ☎（２１）２４５３

あるが嬉しい花やか事業
協力団体募集

「自然と伝統を大切にし、美しい環境をつくります」という市民憲章の精神を実践するため、
美しい花のあるまちづくりと花を育て地域コミュニティづくりを行う団体を募集します。

団体には、計画する花の種子を提供します。
　対象　次のすべてにあてはまる市内の団体

　　・自治会、ボランティア団体、趣味のサークル、企業・地域　など
　　・年間を通じて維持管理を行うことができること

　　・構成員が 5人以上
　対象用地　広く一般の人が常時立ち入ることができる状態にある土地
　　　　　　おおむね１０アール（1反・３００坪）の面積とする。

謝金　年間５万円
　　　　　申込　提出書類を 5月 20日（金）までに問合先に提出

問 地域政策課　☎（21）２４５３

　市では「在宅ターミナルケア支援補助金」を新たに開始します。
これは、若年のがん患者の方が、住み慣れた自宅で最期まで自分
らしく安心して療養生活を送れるよう、在宅サービス利用料の一
部を補助し、ご本人とご家族の負担を軽減することを目的とする
ものです。
　また、これまでも、がん患者の皆さんの「アピアランスケア」
として、就労や社会参加を応援し、療養生活の質がよりよいもの
となるよう「医療用ウィッグ」の購入経費の補助を行ってきまし
た。令和4年度から新たに「乳房補整具」を補助対象とします。
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